
酪農とちぎ農業協同組合　2004. 5.10●1

　

桜
花
も
北
上
し
、
新
緑
若
葉

が
映
ゆ
る
快
い
四
月
、
新
し
い

事
業
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
ご
入
学
・
就
職
さ

れ
ま
し
た
皆
々
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
先

般
開
催
し
た
「
酪
農
ま
つ
り
」

と
と
も
に
、
第
四
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

施
設
合
理
化
計
画
の
核
と
す
る

「
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
・
支
所
」
建

設
を
い
よ
い
よ
着
工
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
稼
動
を
め
ざ
し
、

積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

全
共
栃
木
大
会
は
、
明
年
十

一
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。「
酪
農

県
栃
木
」
と
し
て
特
色
あ
る
大

会
実
現
に
向
け
、
現
在
事
務
局

に
よ
り
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
に
は
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「明治の森・黒磯」「明治の森・黒磯」
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酪
農
ま
つ
り
の
催
し
と
し
て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い
て
は
、
酪
農
青
年
部

の
協
力
に
よ
る
、
搾
乳
体
験
・
仔
牛
体
重
当
て
・
ミ

ニ
動
物
園
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
ミ
ニ
動
物
園
・
ワ
タ
ア
メ
等
は
子
供
達
に
大

変
な
人
気
で
し
た
。
ま
た
、
関
係
業
者
・
機
関
の
ご

協
力
を
頂
き
開
設
し
た
、
乳
製
品
・
牛
肉
料
理
等
の

特
設
売
店
及
び
女
性
会
の
や
き
そ
ば
、
地
域
酪
農
組

合
に
よ
る
串
焼
き
・
豚
汁
の
模
擬
店
に
は
、
長
い
列

が
で
き
大
変
盛
況
で
し
た
。
そ
の
他
、
牛
乳
普
及
協

会
に
よ
る
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
・
牛
乳
紙
パ
ッ
ク
の

再
利
用
等
を
行
い
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
に

協
力
頂
き
ま
し
た
。

　

大
抽
選
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
く
じ
方
式
に
よ
り
行
わ

れ
、「
温
泉
旅
行
券
」・「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」
な
ど

を
引
き
当
て
た
方
々
に
は
幸
運
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
八
部
に
区
分
し
、
九
十
四
頭
（
未
経
産

牛
四
十
四
頭
・
経
産
牛
五
十
頭
）
の
精
鋭
牛
が
全
域
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か
ら
集
ま
り
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
改
良
成
果
を
競
い

合
い
、
審
査
員
に
は
、
北
海
道
帯
広
市
基
松
町
の
酪

農
家
・
野
原
幸
治
氏
を
迎
え
、
的
確
な
ジ
ャ
ジ
ン
グ

と
分
か
り
や
す
い
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。
デ
イ
リ
ー

プ
リ
ン
セ
ス
に
よ
る
入
賞
牛
の
リ
ボ
ン
装
着
は
、
有

本
奈
穂
子
さ
ん
（
那
須
町
）・
青
木
葉
子
さ
ん
（
南
那

須
町
）・
石
崎
沙
織
さ
ん
（
二
宮
町
）
の
三
名
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
共
進
会
に
華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
に
は
未
経
産
の
部
に
梶
村

健
介
さ
ん
（
市
貝
町
）、
経
産
の
部
で
中
山
真
介
さ
ん

（
南
那
須
町
）
並
び
に
鷹
箸
稔
さ
ん
（
今
市
市
）
に

輝
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
な
わ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ョ
ウ
は
、
温
か
い
声
援
の
中
で
行
わ
れ
、
懸

命
に
牛
を
引
く
姿
が
と
て
も
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
物
井
拓
実
君
（
氏
家
町
）
優

秀
賞
に
高
塩
純
君
（
塩
原
町
）、
優
良
賞
に
佐
久
間
拓

人
君
（
那
須
町
）
が
選
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
別
表
の
通
り
で
す
。

前田組合長より名誉賞授与

野原幸治審査員

名誉賞を受賞された皆さんと共に

デ
イ
リ
ー
プ
リ
ン
セ
ス

　

石
崎　

沙
織
さ
ん　�

　

有
本
奈
穂
子
さ
ん　�

　

青
木　

葉
子
さ
ん　�

ジュニアショウ

お楽しみ抽選会

第
三
回
酪
農
ま
つ
り
盛
会
に
開
催　
　

（
第
三
回
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
）
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春
の
恒
例
行
事
の
ひ
と
つ「
酪
農
ま
つ
り
」を
四
月
三
日
、ふ
れ
あ

い
牧
場（
高
根
沢
町
）に
お
い
て
盛
大
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
桜
咲
く
穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
早
朝
よ
り
組
合
員
と

家
族
並
び
に
来
賓
・
消
費
者
約
二
千
二
百
名
が
集
い
、
組
合
員
同
志

の
親
睦
と
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、
目
標
を
達
し

た
こ
と
を
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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６部　南那須町　中山　真介 氏 ７部　今市市　鷹箸　　稔 氏３部　市貝町　梶村　健介 氏

未経産の部　名　誉　賞 経 産 の 部　名　誉　賞

８部　一席　菊池　善也 氏

５部　一席　梶村　健介 氏

４部　一席　梶村　健介 氏

２部　一席　和田　　泰 氏

１部　一席　伊藤　高行 氏

ＫＺＭＲ ロング シャーク ブロー エスペランサ レブロン レイジー ファースト ダーハム ＥＴ（Ｂ.Ｕ.) タカノハシ ミックス アストロ（Ｂ.Ｕ.)

住　所出 品 者入　賞　牛　名　号出品番号賞部 別

市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ ロング シャーク ブロー314

名 誉 賞

未 経 産

南那須町中山　真介エスペランサ レブロン レイジー ファースト ダーハム ＥＴ（Ｂ.Ｕ.)610経 産

今 市 市鷹箸　　稔タカノハシ ミックス アストロ（Ｂ.Ｕ.)705経 産

那 須 町伊藤　高行イトリフィック ムツ エクセレス リー114優 等 賞 一 席

第 １ 部 市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ ローゼッタ ロイジョーダン107優 等 賞 二 席

那 須 町清水　時雄スマ ヒンペル ダーハム ガール109優 等 賞 三 席

塩 原 町和田　　泰リージェント レデューク メモリアル223優 等 賞 一 席

第 ２ 部 市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング ロイアーロン202優 等 賞 二 席

黒 磯 市人見　泰弘グリーンエバー ウォーク ジャーナリスト222優 等 賞 三 席

市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ ロング シャーク ブロー314優 等 賞 一 席

第 ３ 部 塩 原 町高塩　　久ハッピースター ラデュック ルル302優 等 賞 二 席

黒 磯 市相馬　健一アローカップ ホイットニー ダーハム307優 等 賞 三 席

市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ エアロ ダーハム（Ｂ.Ｕ.)410優 等 賞 一 席

第 ４ 部 那 須 町那須高原今牧場Ｋ.Ｉ レディ ドウガル エルトン マリー405優 等 賞 二 席

市 貝 町大瀧　信夫コージー フェザー レッドマーク407優 等 賞 三 席

市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ ロング サウンド ダーハム507優 等 賞 一 席

第 ５ 部 南那須町中山　真介パインツリー ネリー ダンテ（Ｂ.Ｕ.)509優 等 賞 二 席

黒 磯 市佐藤　和幸リバーサイド ダイアモンド エルマー508優 等 賞 三 席

南那須町中山　真介エスペランサ レブロン レイジー ファースト ダーハム ＥＴ（Ｂ.Ｕ.)610優 等 賞 一 席

第 ６ 部 黒 磯 市小針　　勤コバリ モデル メクシルド ジュラー ルリ605優 等 賞 二 席

宇都宮市駒場　　久コマバファーム パークローン ジェッド ハールフォア608優 等 賞 三 席

今 市 市鷹箸　　稔タカノハシ ミックス アストロ（Ｂ.Ｕ.)705優 等 賞 一 席

第 ７ 部
南那須町菊池　善也キクイチ ロング ジー プリンス704優 等 賞 二 席

那 須 町清水　一郎ピュアウォーター ビューティ スター701優 等 賞 三 席

黒 磯 市人見　次男クイーンメープル ローテート　スター707ベストプロダクション

南那須町菊池　善也キクイチ マダム マックス ジュラー　806優 等 賞 一 席

第 ８ 部
宇都宮市駒場　　久コマバファーム エルビナ タウンソン バリアント（Ｂ.Ｕ.)803優 等 賞 二 席

那 須 町小松　俊介マウンテンジャム エモリー ジェシカ802優 等 賞 三 席

南那須町中山　光雄サングローリー ダークスター ミスティカル805ベストプロダクション
※入賞牛名号内の（B.U.）はベストアダーです。
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三
月
に
行
っ
た
北
海
道
導
入
の
状
況

を
報
告
し
ま
す
。
今
回
は
庭
先
購
買
の

た
め
、
サ
ツ
ラ
ク
農
協
と
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
望
み
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
頭
数
が
ま
と
ま
ら
ず
、
三
月
下
旬
の

購
買
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年

も
こ
の
時
期
に
訪
れ
ま
し
た
が
、
五
十

二
万
円
近
い
平
均
価
格
に
な
っ
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
今
回
の
導
入
は
、

六
月
産
み
中
心
の
購
買
で
、
初
妊
牛
十

九
頭
の
平
均
価
格
が
税
別
で
五
十
万
五

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

購
買
者
数
に
対
し
資
源
的
に
は
非
常

に
厳
し
い
状
態
で
、
購
買
計
画
を
達
成

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
年
明
け
の
購
買
は
春
産

み
中
心
の
た
め
必
ず
値
上
が
り
し
、
資

源
的
に
も
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
一
〜
二
年
は
こ
の
傾
向

が
特
に
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。
北
海

道
に
お
け
る
育
成
牛
価
格
が
、
高
値
を

維
持
し
て
い
る
事
か
ら
見
て
も
、
こ
の

市
況
は
当
分
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
、

今
年
の
秋
〜
冬
の
導
入
を
お
考
え
の
方

は
、
お
早
め
の
導
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

購
買
先
の
農
協
に
も
、
腹
の
遠
い
も
の

を
斡
旋
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
行
き

ま
す
。

　

今
回
は
、
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
た
先
月

と
比
較
し
ま
す
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

雪
解
け
の
中
で
の
購
買
で
し
た
が
、
二

月
に
引
き
続
き
価
格
の
折
り
合
い
が
付

か
ず
、
今
回
の
予
定
数
二
十
三
頭
に
対

し
十
九
頭
の
購
買
実
績
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
次
回
購
買
も
適
正
な
価
格

で
、
良
質
な
後
継
牛
の
購
買
を
目
指
し

頑
張
り
ま
す
。（

県
南
支
所　

指
導
課
）
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栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

（
臼
井　

勉
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
第

三
十
五
回
栃
木
県
Ｂ
Ｗ
シ
ョ
ウ
が
三
月

二
十
三
日
、
全
農
栃
木
県
本
部
矢
板
家

畜
市
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
よ
り
九
十
九
頭
が
出
品
さ
れ
、

審
査
員
に
ロ
ジ
ャ
ー　

タ
ー
ナ
ー
氏

（
ア
ル
タ　

ジ
ェ
ネ
テ
ッ
ク
ス
社
）
を

招
き
、
改
良
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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酪農協出　　品　　者生年月日名　　　　　号賞

箒根矢 板 市　和気　輝Ｈ11.03.29パインウード マーク ロロシニアグランドチャンピオン

栃酪黒 磯 市　眞嶋　大輔Ｈ12.03.10スノーライト プリンセス ウイニー コラシニアリザーブチャンピオン

酪農とちぎ南那須町　中山　真介Ｈ12.09.13エスペランサ レブロン レイジー
ファースト ダーハム ＥＴインターミディエイトグランドチャンピオン

酪農とちぎ黒 磯 市　小針　勤Ｈ12.12.12コバリ モデル メクシルド ジュラー ルリインターミディエイトリザーブチャンピオン

栃酪黒 磯 市　眞嶋　大輔Ｈ14.03.04スノーライト ＬＥＥ アリシア ＥＴジュニアチャンピオン

栃酪黒 磯 市　眞嶋　大輔Ｈ14.08.14スノーライト Ｒ アイーン ＥＴジュニアリザーブチャンピオン

第35回栃木県Ｂ＆Ｗショウ

第35回栃木県ＢＷショウ受章一覧
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那
須
高
原
支
所

那
須
高
原
支
所
全
体
研
修
会
を
開
催

　

二
月
十
九
日
に
支
所
活
動
推
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
全
体
研
修
会
が
組
合
員

及
び
家
族
二
百
一
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
北
家
畜
保
健
衛
生
所
担

当
者
に
よ
り
「
死
亡
牛
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査

状
況
と
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
に
つ

い
て
」
又
、
栃
木
農
政
事
務
所
担
当
者

か
ら
「
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
に

係
る
追
加
説
明
と
生
産
現
場
に
求
め
ら

れ
る
飼
料
、
薬
品
等
の
管
理
記
録
の
整

備
に
つ
い
て
」
説
明
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
畜
産
農
家
が

今
後
要
求
（
義
務
）
さ
れ
る
こ
と
及
び

現
検
査
状
況

を
再
確
認
す

る
た
め
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は

真
剣
に
聞
入

り
大
変
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。

　

更
な
る
「
食
の
安
全
、
安
心
」
を
確

保
す
る
た
め
組
合
員
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

宇
都
宮
支
所

二
地
域
酪
農
組
合
懇
談
会
開
催

　

宇
河
今
市
地
域
酪
農
組
合
は
、
二
月

十
三
日
（
金
）、
宇
都
宮
市
の
大
晃
レ
ス

ト
ラ
ン
に
て
、
菊
池
副
組
合
長
を
招
き

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
当
地
域
酪
農
組
合
長
の
小
林

幸
雄
氏
が
、
今
年
度
の
活
動
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
組
合
事
業
に
参
加
協
力
し

得
た
謝
意
の
言
葉
を
述
べ
、
今
後
と
も

地
域
の
繋
が
り
を
強
め
、
こ
の
混
乱
の

時
代
を
乗
り
切
り
た
い
。
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
菊
池
副
組
合
長
よ
り
挨
拶

と
と
も
に
、
組
合
の
近
況
報
告
を
頂
き

ま
し
た
。
特
に
脱
脂
粉
乳
等
酪
農
情
勢

に
つ
い
て
、
平
成
十
六
年
度
の
生
乳
計

画
生
産
の
見

通
し
、
第
十

二
回
全
共
開

催
の
進
捗
状

況
、
米
国
Ｂ

Ｓ
Ｅ
発
生
に

関
連
す
る
事

柄
、
合
併
効

果
、
組
合
の
中
期
構
想
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　

塩
谷
地
域
酪
農
組
合
は
、
二
月
十
八

日
（
水
）、
氏
家
町
の
野
州
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
相
馬
副
組
合
長
を

招
き
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
地
域
酪
農
組
合
長
の
加
藤
一
男
氏

は
、「
酪
農
経
営
は
個
人
の
意
欲
で
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。
組
合
か
ら
の
適
切

な
指
導
も
重
要
で
す
が
、
大
切
な
事
は

一
人
一
人
の
改
善
意
欲
で
す
。」と
組
合

員
の
意
識
改
革
を
踏
ま
え
た
挨
拶
に
始

ま
り
、
続
い
て
相
馬
副
組
合
長
よ
り
挨

拶
と
と
も
に
組
合
の
事
業
実
績
報
告
、

平
成
十
六
年
度
の
計
画
生
産
の
方
向
性
、

脱
脂
粉
乳
過
剰
在
庫
の
件
、
全
共
開
催

準
備
の
進
捗
状
況
、
家
畜
排
泄
物
法
施

行
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
高
品
質
の
生
乳

生
産
に
努
め
て
頂
き
た
い
、
組
合
も
事

業
実
績
を
上
げ
剰
余
金
配
当
が
出
来
る

よ
う
努
め
た
い
。
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
乳
価
交

渉
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ

り
、
今
年
度

は
早
期
決
着

が
有
利
と
考

え
て
い
る
と

述
べ
、
最
後

に
加
藤
組
合
長
が
、
四
月
か
ら
始
ま
る

税
込
み
販
売
価
格
表
示
の
税
制
改
正
に

伴
い
、
量
販
店
と
の
売
価
交
渉
時
に
は

実
質
値
下
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
望
み
ま

す
。
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

青
年
部
芳
賀
支
部
青
申
講
習
会
開
催

　

二
月
十
日
、
真
岡
事
業
所
に
お
い
て
、

青
年
部
芳
賀
支
部
主
催
の
納
税
申
告
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
都
賀
町
の
組
合
員
で
あ

り
、
青
色
申
告
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
根
本

壽
一
氏
を
招
き
、
青
年
部
員
、
地
域
酪

農
組
合
員
合
わ
せ
て
約
二
十
五
名
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
質
疑
応
答
形
式
で
行
わ

れ
、
季
節
柄
、
青
色
申
告
決
算
書
の
作

成
に
関
す
る
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容
は
、
共
済
金
の
取
扱
い
、

土
地
の
相
続
に
関
す
る
こ
と
、
肉
用
牛

の
売
却
に
係

る
所
得
計
算
、

補
助
金
等
の

取
扱
い
、
廃

用
・
へ
い
死

計
算
・
消
費

税
の
取
扱
い
、

家
事
消
費
な

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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� ������������

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

ど
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
質
疑
の
回

答
は
、
実
際
に
農
業
簿
記
の
パ
ソ
コ
ン

ソ
フ
ト
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
て

説
明
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
利
用
に

よ
る
簿
記
記
帳
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

を
利
用
し
て
い
る
受
講
者
か
ら
は
、
酪

農
と
ち
ぎ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
乳
代
精
算

デ
ー
タ
等
を
出
力
で
き
る
環
境
を
提
供

し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
経
営
管
理

は
益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
青
年
部
は
農
業
簿
記
の

講
習
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
効
率
的

な
酪
農
経
営
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、

活
発
な
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

関
東
生
乳
販
連
に
お
い
て
は
飲
用
牛
乳

向
け
販
売
量
は
前
年
比
九
八
・
四
％

（
昨
年
度
は
メ
グ
ミ
ル
ク
の
立
ち
上
げ

も
あ
り
好
調
だ
っ
た
反
動
も
あ
る
）
と

依
然
と
し
て
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ず
、

特
定
乳
製
品
向
け
は
飲
用
消
費
量
の
減

少
か
ら
前
年
比
一
〇
〇
・
五
％
と
増
加

し
、
需
給
は
緩
和
傾
向
が
続
い
て
お
り

依
然
と
し
て
脱
粉
の
在
庫
の
積
み
増
し

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

乳
質
に
お
い
て
は
無
脂
固
形
分
率
・

脂
肪
率
と
も
前
年
を
上
回
る
良
好
な
成

績
と
な
り
、
細
胞
数
に
つ
い
て
も
前
年

並
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

酪　

農　

部

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り

　

三
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調

査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

出
荷
者
は
七
一
四
戸
で
、
昨
年
よ
り

十
三
戸
減
少
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
期

中
の
酪
農
中
止
者
十
六
戸
、
組
合
員
移

動
一
戸
に
よ
る
減
少
、
組
合
員
移
動
及

び
新
規
就
農
四
戸
に
よ
る
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
離
農
の
理
由
は
、
高
齢
や

疾
病
等
に
よ
る
酪
農
中
止
が
多
く
、
依

然
と
し
て
労
力
不
足
が
主
た
る
原
因
と

�
�
�
���

生
乳
販
売
部

生
乳
生
産
減
少
傾
向
に
！

　

一
月
迄
堅
調
だ
っ
た
生
乳
生
産
が
二

月
に
は
九
十
九
・
六
％（
閏
年
修
正
）と

減
少
に
転
じ
前
年
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

堅
調
な
生
産
が
続
い
て
い
た
主
な
要

因
と
考
え
ら
れ
る
個
体
乳
量
が
平
年
水

準
に
収
束
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
減
少
に
転
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

依
然
と
し
て
北
海
道
に
お
け
る
初
妊
牛

価
格
は
高
水
準
で
推
移
し
、
導
入
・
更

新
が
進
ま
ず
本
格
的
な
生
産
回
復
と
な

ら
な
い
一
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
府
県
に
お
い
て
も
一
・
四
％
減
と
減

少
幅
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
用
途
別
販
売
実
績
を
み
る
と
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４月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

1538576271195263614月 8日十 勝

34905025974952154月14日釧 路

13911892291315193924月15日根 室

651048017715122744月16日豊 富

2111214215325443944月22日北 見

15110061151075263444月23日十 勝

75361840112853275231,980合 計

78480852319764335192,409前 月

452747436113454992,372前年同月

〔単位：円（税込）〕平成16年４月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

５４,２８２５,２５０７６,６５０－１１９ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１２１,４５５６１,９５０１７８,５００－７０Ｆ１雄

７１,４８８４５,１５０９８,７００－７２Ｆ１雌

６９,８００６２,０００８６,０００７４１０ホルス雄

十
七
日

館　

林
１４９,７５０１１４,０００１８０,０００６６８Ｆ１雄

９３,７２２２１,０００１２０,０００６８１８Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

量
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
安
定
し

た
生
産
基
盤
確
保
の
為
、
後
継
牛
の
確

保
及
び
計
画
的
な
初
妊
牛
導
入
、
飼
養

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ���������

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
、
三
九
二
四
九
頭
で
前

年
よ
り
六
五
三
頭
（
一
・
六
％
）
減
少

し
ま
し
た
が
、
一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数

は
、
五
五
・
〇
頭
（
〇
・
一
頭
増
）
に

な
り
ま
し
た
。
内
訳
を
見
ま
す
と
、
経

産
牛
が
八
二
二
頭
（
三
・
〇
％
）
減
少

し
ま
し
た
。ま
た
、
未
経
産
牛
（
初
妊
牛

・
育
成
牛
・
外
部
預
託
牛
）
が
一
六
九

頭
（
一
・
四
％
）
増
加
し
、
保
有
率
が
三

二
・
三
％
（
〇
・
一
％
増
）
と
向
上
し
ま

し
た
。

　

経
産
牛
減
少
の
主
な
理
由
と
し
て
、

酪
農
中
止
及
び
移
動
に
よ
る
減
少
と
、

初
妊
牛
高
騰
に
よ
り
牛
の
更
新
が
進
ま

な
い
為
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
未
経

産
牛
で
は
、
育
成
牛
が
一
四
四
頭
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
公
共
牧

場
へ
の
預
託
等
を
活
用
し
て
頂
き
、
後

継
牛
の
確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

分
娩
予
定
頭
数
に
つ
い
て
は
、
一
一

七
七
六
頭
（
八
四
頭
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
冷
夏
に
よ
る
影

響
で
七
・
八
月
の
受
胎
率
が
高
く
、
四

・
五
月
分
娩
予
定
牛
が
増
加
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
生
乳
生
産
量
は
、
経

産
牛
頭
数
の
減
少
等
が
影
響
し
、
計
画

比
九
八
・
九
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
経
産
牛
の
減
少
に
よ
る
生
産

管
理
改
善
を
図
り
生
産
性
の
向
上
に
努

め
て
下
さ
い
。

乳牛飼養動態調査表
平成16年３月１日現在　

月　別　分　娩　頭　数
１戸
平均
飼養
頭数

飼　　　養　　　頭　　　数

出荷
者数

調査
年月

支所別
合計８月７月６月５月４月３月合計

外部
預託
牛　

育成牛
未種付
牛　　

成　　　　　牛

小計初妊乾乳搾乳

7,1481,2481,3131,1171,1531,2371,08055.823,5871,0324,80017,7552,1711,97313,611423H16.03

那須高原
支 所

7,2351,3831,3461,2511,0111,0591,18556.424,1759854,98518,2052,0782,09514,032429H15.03

－87－135－33－134142178－105－0.6－58847－185－45093－122－421－6増　減

1,99434235434329130236251.76,9293141,4895,1266965843,846134H16.03

宇 都 宮
支 所

1,95238335528728527536751.67,0642821,5555,2276365834,008137H15.03

42－41－156627－50.1－13532－66－101601－162－3増　減

2,63440947635738549451355.68,7331801,2797,2747097515,814157H16.03

栃木県南
支 所

2,50542943140233840350253.88,6631611,1727,3306477245,959161H15.03

129－2045－454791111.87019107－566227－145－4増　減

11,7761,9992,1431,8171,8292,0331,95555.039,2491,5267,56830,1553,5763,30823,271714H16.03

合　計 11,6922,1952,1321,9401,6341,7372,05454.939,9021,4287,71230,7623,3613,40223,999727H15.03

84－19611－123195296－990.1－65398－144－607215－94－728－13増　減
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④
と
畜
場
利
用
料
金
は
病
畜
棟
使
用

の
た
め
、
病
畜
扱
い
料
金
と
す
る
。

と
畜
条
件

　

①
と
畜
頭
数　

一
日
一
頭

　

②
予
約
受
付　

と
畜
前
日
の
午
前
八

時
〜
午
後
五
時

　

③
搬
入
時
間　

当
日
の
午
前
八
時

　

④
必
要
書
類　

獣
医
師
に
よ
る
診
断

書
若
し
く
は
検
案
書

　

⑤
生
体
検
査　

宇
都
宮
市
食
肉
衛
生

検
査
所
の
と
畜
許
可
を
得
た
も
の

条
件
等
ご
留
意
の
上
、
対
応
願
い
ま
す
。

�
�
�
�

定
年
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

　

那
須
高
原
支
所　

田
代　
　

優

　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
所
長　

渡
辺　

正
志

新

採

用
（
四
月
一
日
付
）

西
那
須
野
Ｃ
Ｓ

　
　
　

吉
澤　

悠
志

異　

動
（
四
月
一
日
付
）

　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
所
長　

川
上　

力
夫

　
　
　
　

（
西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
所
長
）

　

西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
所
長　

村
上　

隆
一

　
　
　
　

（
西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
係
長
）

　

西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
係
長　

相
馬　

留
夫

　
　
　
　

（
西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
）

　

真
岡
事
業
所　
　

斎
藤　

克
彦

　
　
　
　

（
県
南
支
所
）

二
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

二
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�四
 
　

役
員
報
酬
審
議
会
答
申
に
つ
い
て

　

�五
 
　

日
本
酪
政
連
酪
農
と
ち
ぎ
支
部

収
支
報
告
に
つ
い
て

　

�六
 
　

県
酪
連
業
務
の
一
部
受
託
に
つ
い
て

　

�七
 
　

職
員
採
用
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

一
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

緊
急
生
乳
生
産
確
保
対
策
に
つ
い
て

三
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

二
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

予
告
脱
退
に
つ
い
て

　

�四
 
　

職
員
人
事
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

二
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

�三
 
　

職
員
採
用
に
つ
い
て

　

�四
 
　

系
統
団
体
へ
の
増
資
に
つ
い
て

　

�五
 
　

第
三
回
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
と
き

に
ど
ん
な
方
法
を
用
い
ま
す
か
。
電
気
店

に
行
き
既
製
品
を
買
う
人
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
買
う
人
、
部
品
を
バ
ラ
売
り
で

購
入
し
て
組
み
立
て
る
人
な
ど
様
々
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

特
に
Ｂ
Ｔ
Ｏ
と
呼
ば
れ
る
方
法
に
つ
い
て

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｔ
Ｏ
と
は
、
受
注
生
産
方
式
、
す
な

わ
ち
、
部
品
の
組
み
合
わ
せ
を
指
定
し
、

好
み
の
パ
ソ
コ
ン
を
注
文
す
る
方
法
で
す
。

オ
ー
ダ
ー
が
来
て
か
ら
生
産
を
行
う
の
で
、

在
庫
を
軽
減
し
、
安
く
提
供
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
、
部
品
を
指
定
で
き
る
の
で
、
ユ

ー
ザ
ー
が
好
み
の
パ
ソ
コ
ン
を
注
文
出
来

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
製
品
が
届
く
ま
で
時
間
が
か
か
る
、

実
物
を
見
て
買
え
な
い
、
部
品
の
知
識
が

必
要
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

と
っ
つ
き
に
く
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、

中
級
者
以
上
に
支
持
を
得
、
こ
の
方
式
の

先
駆
者
で
あ
る
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
社
は
成
功
を
収

め
ま
し
た
。
他
の
大
手
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ

ー
カ
ー
も
Ｂ
Ｔ
Ｏ
を
採
用
し
始
め
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
二
台
目
は
Ｂ
Ｔ

Ｏ
で
買
っ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

�
�
�
�

牛
群
審
査
受
検
申
込
み
に
つ
い
て

　

牛
群
審
査
が
五
月
二
十
五
日
〜
六
月

九
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

受
検
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
支
所

・
事
業
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

併
せ
て
、
後
代
検
定
材
料
娘
牛
の
体

型
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
致
し
ま
す
。

廃
用
牛（
平
成
八
年
生
ま
れ
）及
び

事
故
牛
の
緊
急
と
畜
に
つ
い
て

一
、
平
成
八
年
三
・
四
月
生
ま
れ
の
廃

用
牛
を
、
越
谷
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
て

と
畜
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
畜
経
費
は
筑
西
と
同
額
で
す
。

　
　

但
し
、
越
谷
へ
の
最
低
搬
入
頭
数

は
五
頭
（
三
・
四
月
生
ま
れ
以
外
を

含
む
可
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
栃
木
県
畜
産
公
社
に
て
、
事
故
牛

（
三
〇
ヶ
月
未
満
）
の
緊
急
と
畜
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
条
件

　

①
出
荷
牛
は
食
に
供
す
る
事
を
目
的

と
し
、
事
故
牛
は
外
部
要
因
に
よ

る
事
故
又
は
神
経
症
状
を
呈
さ
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、
獣
医
師
に
よ

る
診
断
書
若
し
く
は
検
案
書
が
必

要
。

　

②
宇
都
宮
食
肉
衛
生
検
査
所
の
生
体

検
査
を
遵
守
し
そ
の
指
示
に
従
う
。

　

③
内
臓
ゴ
ミ
等
は
、
全
量
廃
棄
。
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